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研究成果の概要（和文）：われわれはWFA-M2BPを肝星細胞が産生することを明らかにした。WFA-M2BPは肝星細胞
が産生し、galectin 3を介したマクロファージへのメッセンジャーとしての役割を担っており、肝の線維化の亢
進に係っている。われわれはgalectin 3阻害剤による肝線維化の進展の阻止を目指す実験を行う予定である。

研究成果の概要（英文）：We have showｎ that hepatic stellate cells （HSC) produces M2BPGi and it 
works as messenger between HSC and macrophage. Therefore, M2BPGi might have important role in 
progression of liver fibrosis. Galectin 3 inhibitor may stop the linkage between HSC and macrophage 
in progression of liver fibrosis. We now have plan to examine the effects of galectin 3 inhibitor in
 live fibrosis animal model.  

研究分野：消化器外科
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１．研究開始当初の背景 
産業総合研究所の成松 久と国立国際医療

研究センター肝炎免疫センターの溝上雅史ら

はC型肝硬変の患者血清中にWFA-M2BPを見出

し、この値が肝炎線維化のサロゲートマーカ

ーとなることを示した。われわれはいち早く、

その臨床的な意義を報告した。ところが、そ

の分子機序は不明であり、WFA-M2BPの産生細

胞や生理活性も不明であった。 

２．研究の目的 

本研究では、ヒト検体を用いてまず、その

産生細胞を明らかにし、さらにマクロファー

ジと肝星細胞の分子機能解析を推進し、

WFA-M2BP・galectin-3の肝線維化における役

割を分子レベルで解明することで、マクロフ

ァージ・肝星細胞の線維化における相互関係

を明らかにし、肝線維化抑制を治療のターゲ

ットとした革新的な肝線維化治療を開発する

ことを目標とする。 

すなわち、マクロファージと肝星細胞の分

子機能解析を推進し、WFA-M2BP・galectin-3

の肝線維化における役割を分子レベルで解

明することを本研究の目標とする。 

３．研究の方法 

①ヒト肝硬変患者の肝組織におけるWFA-M2BP

の局在の検討（免疫組織化学染色）現在、抗

WFA、M2BP、CD68、α-SMA、galactin-3 CD31 

, CK19, gal-3, CSF1R, CD163抗体を用いた蛍

光多重免疫組織化学染色の手法は確立してい

る。 

②ヒト肝硬変患者の肝組織から単離した肝星

細胞によるWFA-M2BPの発現の検討・WFA-M2BP

によるマクロファージへの作用の検討：ヒト 

肝組織からのマクロファージ、肝星細胞など

の分離、精製の手技は確立している。これら

の細胞の共培養を行うことで生体内のマクロ 

ファージ、星細胞の連関を明らかにする。 

 

４．研究成果 

われわれは、肝の新規線維化マーカーであ

るWFA-M2BPを肝星細胞が産生することを明ら

かにした。肝星細胞は産生するとただちに分 

泌していることも明らかになった。

肝硬変（肝移植における摘出肝）においては

CD68陽性細胞と局在が一致していることも見

出した。

 

さらにgalectin 3の局在と一致しており、生

体内ではWAF-M2BPはgalectin 3の陽性

Kupffer細胞に存在しているのではないかと

推察している。

 

 WFA-M2BPの肝線維化における役割を明らか

にする目的で、以下の実験を行った。WFA-M2BP

をマクロファージに添加し培養すると、マ 



クロファージにおけるgalectin 3の発現が誘

導された。肝星細胞とマクロファージを共培

養すると肝星細胞のαーSMAの発現が上昇し 

たが、糖鎖と競合阻害作用のあるラクトース

を添加すると発現の増強は阻害された。さら

に肝星細胞のM2BP発現をsiRNAで抑制したと 

ころ、肝星細胞におけるα-SMAの発現は抑制

された。このことから、肝星細胞とマクロフ

ァージの間に存在する肝星細胞の活性化メカ 

ニズムにWFA-M2BPが重要な役割を担っている

可能性が明らかになった。 

 T細胞との連関を確認した。末梢血単核球を

WFA-M2BP存在下に培養したところ、インター

フェロンγの産生亢進が認められた。この 

インターフェロンγの産生はT細胞に依存し

ていることも明らかにした。さらに肝星細胞

にインターフェロンγを添加して培養したと 

ころ、インターフェロン濃度依存性に

WFA-M2BPの分泌は増加した。 

 これらのIn Vitroの実験から、WFA-M2BPは

肝星細胞が産生し、galectin 3を介したマク

ロファージやT細胞の間のメッセンジャーと 

しての役割を担っており、肝の線維化の亢進

の分子機序の一端が明らかになったと考えて

いる。 

 これらの結果より、WFA-M2BPは肝星細胞が

産生し、マクロファージへの作用を経て肝線

維化の亢進に重要な役割を果たしている可能

性がある。 

 現在、市川 聡（北海道大学薬学研究院 

創薬科学研究教育センター教授）が開発した

新規 galectin 3 阻害剤を入手し、その効果

について確認しえたところである。in vivo

研究に向けて準備中である。 
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